
ＳＰＩ対策講座クラス分け基準問題 

1 問２分程度を目安に解答してください。 

（１） 分割払い

ある商品を５回の分割払いで購入しました。１回目に全体の
１

３
 、２回目に残りの

１

４
 を支払いました。 

２回目の支払いは、全体のどれだけを支払ったことになるか。 
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（２） 仕事算

Ａ１人で２４時間、Ｂ１人で３６時間、かかる仕事がある。２人で一緒に行うと何時間で終わるか。

Ａ １２時間 Ｂ １２
１

３
 時間 Ｃ １４時間 

Ｄ １４
１

２
 時間 Ｅ １４

２

５
 時間 Ｆ １６時間 

（３）売買損益

原価３，０００円の商品を４０％の利益を見込んで定価をつけたが、売れなかったので定価の１５％引きで販

売した。最終利益はいくらか。 

Ａ  ４５０円  Ｂ ５７０円  Ｃ  ７５０円   Ｄ ８７０円  Ｅ  １，２００円 

Ｆ  １，２５０円 

（４）速さ

２．５km離れた２地点から、Ｐは毎分２８ｍ、Ｑは毎分２２ｍの速さで同時に向かい合って出発した。２人が

出会うのは何分後か。 

Ａ １５分後  Ｂ ３０分後  Ｃ ４０分後  Ｄ ５０分後  Ｅ ８０分後 

（５）集合

ある企業で１５０人を対象に調査を行ったところ、次のような結果となった。

・温泉旅行に行きたい   １２８人     ・スキー旅行に行きたい  ７５人

どちらも行きたいに該当する人が 63 人のとき、「どちらも行きたくない」に該当する人は何人いるか。

Ａ １０人 Ｂ ３２人 Ｃ ５３人 Ｄ １１６人 Ｅ １４０人 

（６）濃度

食塩８ｇと水１６７ｇを使って食塩水を作った。この食塩水の中に濃度３％の食塩水１００ｇを混ぜると濃度

は何％になるか。 

Ａ ２％ Ｂ ３％ Ｃ ４％ Ｄ ５％ Ｅ ６％ 

（７）順列・組み合わせ

男４人、女３人の中から２人のレギュラーを選ぶとき、選び方は何通りか。

Ａ ７通り  Ｂ １２通り  Ｃ ２１通り  Ｄ ２４通り  Ｅ ４２通り 

クラス分けの目安
初級：正解が7問中3問以下
中級：正解が7問中4問以上



解 答 

（１）分割払い  正解：Ｂ 

１回目に
１

３
 の支払いだから、その時点で残りは

２

３
 である。２回目はその

１

４
 の支払い。 

全体における
２

３
 ×

１

４
 ＝

１

６
 

（２）仕事算 正解：Ｅ 

Ａの１時間の仕事量 
１

２４
Ｂの１時間の仕事量 

１

３６

一緒に行う仕事量 
１

２４
 ＋

１

３６
 ＝

３＋２

７２
 ＝

５

７２
２人で働いて完成させると 

１÷
５

７２
 ＝

７２

５
 （時間）  よって１４

２

５

（３）売買損益 正解：Ｂ 

3,000 円×（１＋４０％）＝4,200 円（定価） 

4,200 円×（１－１５％）＝3,570 円（売価） 

3,570 円－3,000 円＝570 円       

（４）早さ  正解：Ｄ 

ＰとＱの距離は１分間に28＋22＝50ｍ近づくので、距離2.5km＝2500ｍ、速さ50ｍ/分とすると
2500

50
＝50分 

（５）集合  正解：Ａ 

150－（128＋75－63）＝10 

（６）濃度  正解：Ｃ 

濃度３％の食塩水 100ｇに含まれる食塩は 100×
３

100
＝３ｇ、水の重さは 100－３＝97ｇ 

これを食塩８ｇ、水 167ｇの食塩に混ぜるのだから、できあがる食塩水は、 

食塩８＋３＝11ｇ、水 97＋167＝264ｇとなる。よって、濃度は
11

11＋264
×100＝４％ 

 

（７）順列・組合せ 正解：Ｃ 

順番は区別しないから、合計７人の中から２人を選ぶ組合せとなる。 ７Ｃ２＝
７×６

２×１
＝２１通り 

＜基本公式＞ 

定価＝原価×（１＋利益率）  利益＝売価－原価 

売価＝定価×（１－割引率）  

＜基本公式＞ 

距離＝速さ×時間 速さ＝
距離

時間
時間＝

距離

速さ

両方行きたくない ？人 

温泉行きたい スキー行きたい
両方 

63 人 

128 人 75 人 

150 人 

＜基本公式＞ 

濃度（％）＝
食塩

食塩水
 ×１００ 食塩水＝水＋食塩の重さ 




